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おける近似解 xの更新において、緩和係数αを用いて、xnew = x +αΔxとする。α= 1 のときが標準的
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情報メディア工学講座複合メディア分野（中村（裕）研究室）
http://www.ccm.media.kyoto-u.ac.jp/
「ウェアラブル機器による個人行動蓄積と利用」
計算機の小型化や記憶装置の
大容量化が進んだことにより、
ウェアラブル（着る）コンピュ
ータという概念が使われるよう
になって来ました。我々の研究
室では、このようなコンピュー
タの一つの形として、身に着け
た各種のセンサや映像を取得し
て、装着者の行動を長時間記録
していく研究を行っています。
このような記録は個人行動記
録、あるいはライフログと呼ば
れており、情報支援記憶の補助、
訓練・教育、経験の共有などへ
の様々な応用が期待されています。
このような研究の一つのポイントは、大量に記録されるデータの要約、検索、提示と言った処理です。
個人行動記録として蓄積されるデータには「いつ、どんなものを見ながら、何をしていたか」に関する
有用な記録が多く含まれますが、記録が長時間かつ膨大なデータ量になるため、必要な情報に素早くア
クセスすることが難しくなってきます。そこで、効率的な要約や検索を可能にする必要が出てきます。
我々のこれまでの研究では、装着者が何かに注目しようとした行動を検出し、そのシーンを使って長
時間の記録を簡潔に要約したり、検索を容易にする手法を提案してきました。何かをしっかり見ようと
している場面だけでも、記憶の良いインデックスになるということがわかってきています。また、屋内
外の環境に備え付けられた広視野のカメラを併用することで、詳細な位置情報や装着者周辺の状況を同
時に記録することで、「どこで、（どのような経路で）」と「周辺がどのような状況であったか」という
情報を補う方法を提案してきました。これにより、記憶の補助だけでなく、経験の共有や訓練などによ
り使いやすい記録を得ることができます。
さらに、このような要約・構造化の処理を行なったとしても、記録量が膨大になるにつれ、さらに効
率的に個人行動記録を検索することが必要になってきます。そのために、我々は個人行動記録が本来持
つ性質を利用した検索手法を提案しています。記憶や記録をたどる最も有効な方法の一つは、強く関連
する情報を芋づる式に引き出すことです。例えば、本棚と本、冷蔵庫とペットボトルといった対象は強
い関連性を持っており、それは物理的環境や人間の行動からわかるはずです。そこで、大量のデータに
対してこのような関連性の検出を行う手法を手がけています。また、何らかの指示を受けながら作業を
するような場面を記録し、発話内容をインデックスとして自動的に付与することで、「なぜ」や「何が
重要か」などの情報を補足することを試みています。
このような検索技術を用いて欲しい場面を素早く検索できるようにすることで、個人行動記録は簡単
に扱えるメディアとなり、様々な場面で応用されていくものとなります。
参考文献
小泉敬寛，中村裕一，“隣接性に基づく個人行動記録の構造化類似検索”，情報科学技術フォーラム
（FIT2006），LI-010，pp.197-200，2006年
